













近似 )の転移点は T=～ 1.14であり,相転移は一次であった.さらにクラスターを (△)まであ















宮 本 雅 昭
NaN3は大気圧のもとで約19･8oCで相転移をおこし,空間群 R言m(D35d)で記述される高温
相からC2/m(C…R)で記述 される低温相-転移する｡転移に伴って対称要素の数は1/3に変
化する｡ ランダウの理論によると自由エネルギーの秩序パラメータによる展開には3次の不変
項が含まれ,転移は1次であることが期待される｡ ところが,過去の断熱法による比熱の測定
や,ラマン散乱の測定によると転移は連続的であることが示唆されている｡
本研究ではAC法による比熱の測定や,複屈折の測定等を行なうことにより,転移が連続的
であるかどうかを決定することを目的とし,また連続的ならばなぜランダウの理論と矛盾する
のかを考察する｡
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